
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県立森田養護学校 

進路指導部６月号② 

発行日 Ｒ８．６．３０ 
進路ジャーナル 

頑張る先輩１ 

「福祉施設合同説明会」開催のお知らせ 

日時  令和８年７月８日（水） １１：２０～１２：００（参観日終了後） 

場所  本校 体育館 

対象  保護者、児童生徒、教師 

来校福祉施設 

 五所川原、中泊町、鶴田町、板柳町 の福祉施設 および 

 障害者就業・生活支援センター月見野 

ぜひ、ご参加ください。 

【仕事のどの部分にやりがいを感じていますか？】 

  たまにミスをしてしまうこともありますが、正確に

仕分けをしたり、正しく荷積みができたりしたとき

にやりがいを感じます。 

 

【仕事で大変なことはありますか？】 

 朝の荷積みが大変です。配送中に荷物が崩れな

いよう、積み方に気を付けています。 

 

【給料の主な使い道は】 

 両親に生活費として渡しています。そのほか、運

転免許取得のために自動車学校へ通う費用や、

自分の好きなことに使っています。私は野球が好き

なので、５月には野球観戦へ行きました。 

 

【困ったときは誰に相談しますか？】 

 卒業してから、あまり困った場面はありませんが、

そのようなときには両親に相談します。また職場の

ことで困ったときには、所長や一緒に働いている人

たちに相談します。 

ヤマト運輸株式会社 西津軽鰺ヶ沢支店 

                    敦賀   淳 さん  

             

【仕事内容】 

 荷物の仕分け、 

荷下ろし、荷積み、 

清掃、  

接客（伝票貼付等）                  
 

【働く日数】 

 週５日間 

【働く時間】 

 ７：００～１５：００  もしくは  ９：３０～１７：３０ 
 

【通勤方法】 

 現在は保護者の送迎もしくは公共交通機関利

用 

 自動車運転免許取得を目指しています！ 
 

【この会社を選んだ理由は？】 

 実習をして、従業員の方と仲良く働くことができ

ました。会社の雰囲気がとても明るく、卒業したら

働きたいと思い志望しました。 

 

 



上の写真は、就労継続支援 B 型事業所での実習の様子です。お菓子作りや袋詰め、ハーネス

（自動車部品の一部）の組み立てなど、事業所によって作業内容はさまざまです。生徒は、事業所

の方の指示をよく聞き、分からないことは自分から質問しながら作業に取り組んでいます。どの仕

事にも、最後まで諦めずに取り組んでいました。 

 

 

 

前回に引き続き、高等部前期産業現場等における実習より、２・３年生の個別実習の様子を紹介します。

２・３年生は、それぞれの実態や進路希望に応じた場所での実習を行いました。実際の職業生活を経験する

ことで、基本的な決まりや人との関わり方、社会生活での望ましい態度を身に付けるとともに、進んで仕事

に取り組み、責任をもって最後までやり遂げようとする態度の育成を目的としています 。 

 

高等部産業現場等における実習 

 

スーパーでは、「品出し」を行いました。商品の補充や陳列、賞

味期限の確認、値引きシールの貼付、バックヤードの整理など、

様々な業務がありますが、実習では主に商品補充を行いました。

作業を進める中で、より効率的な仕事の進め方を考えるなど、工

夫をする様子も見られました。 

ラーメン店では、清掃や調理の準備、接客に取り組みました。一

度教わった仕事をよく覚えており、手が空いた際には、自分で次に

行う仕事を考えながら取り組む姿が見られ、評価されていました。

また、ピッチャーの水が少なくなると、自ら判断して補充する様子も

見られました。 

 

 

一般企業および就労継

続支援 A 型事業所での実

習の様子です。クリーニング

では、多くの衣類の仕分け

や、折りたたみを行いまし

た。職場によっては、洗濯機

や乾燥機の清掃も担当しま

した。どの生徒も、休まず、時

間いっぱい作業に取り組ん

でいました。 


